
■主役の自覚■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 227号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ブログから：主役の自覚 

 

いよいよ消費税の増税が実施される。 

今回の消費増税は、すでに何度も見送られてきただけでなく、軽減税率やポイント還元など、まるでどこかのバ

ーゲンセールのような有様だ。 

この増税が、国民の合意のもとに行われているとはとても思えないし、僕自身納得できないから先日「消費税廃

止」を主張する令和新撰組に投票までしてしまった。 

だが、ここに来て増税に反対する目立った動きは見えてこない。 

恐らく消費増税は、着々と実施されるのだろう。 

それは結局、大多数の国民が心の中では反対していても、増税を容認しているからだろう。 

この国は、コンセンサスを目指すのでなく、大多数の容認の下に運営されている。 

僕が再生したい「地主」とは、こうした諦めに立ち向かう人のことだ。 

・ 

明治維新で廃止されるまで、地主の主な役割は「年貢のとりまとめ」だったそうだ。 

当時の国民は「民（たみ）」と呼ばれ、国の支えと位置付けられてはいたが、決して人間ではなく、家来以下の存

在だった。 

そんな民に与えられた土地所有権は、年貢などの税の割り当てに過ぎなかった。 

人々は税を免れるために、土地は小さく、間口は狭く、軒高は低く抑えることに励んだ。 

だから、当時の社会の主役は「税を取り立てる領主」であり、領主に使える武士や地主が脇役で、民はその僕（し

もべ）だった。 

だが、このやり方でも社会が成立したのは鎖国している間のことで、西欧列国が現れるとそうはいかなくなった。 

昔の税金にあたる租庸調（そようちょう）とは、食物、労役、織物のこと。 

こんな「現物納税」で国が成り立ったのは、所詮、前近代的な自給自足の社会だったからだろう。 



・ 

そこで、1873 年に明治政府は地租改正（ちそかいせい）を行い、年貢を排して地租という税金を土地に課税し

た。 

税金を納めるために、作ったコメを売るだけでなく、他の事業を起こしたり、土地を貸したり売ったりすること

で、お金の経済が回り始めた。 

その後の日本は猛烈なスピードで近代化を推し進め、1889年には衆議院選挙が行われた。 

だが、この時選挙権を与えられたのは、「満 25歳以上、直接国税 15円以上を納める男子」とされている。 

つまり、15円以上の税金を払う男だけが「国民」として認められたとも言える。 

もちろんこの時はまだ、日本の主役は「天皇を担いだ明治政府」であり、先進列国の仲間入りをするために民主

主義の体裁を整えたに過ぎない。 

それにしても、当時の納税者とはどんな人だったのか。 

・ 

Wikiによれば、日本の税制度の歴史はこんな感じ。 

1873年：地租（国税、地租改正、地券表示の土地価格 3%、現金納付）、地租付加税（地方税）、印紙税、駕篭（か

ご）税（1年間で廃止） 

その後、1875年：煙草税導入、1878年：船舶付加税、1882年：家屋税、1885年：醤油税（1926年廃止）、1887

年：所得税、1888年：家屋税付加税。 

つまり、選挙が始まった 1989年当時の納税者とは、ほとんどが「土地所有者」だったと思われる。 

ちなみに、地租(現在の固定資産税)とは、国や地方自治体が所有する官有地を除く「民有地」だけに課される税

金だ。 

だから、土地の登記も民有地しか行われずに、官有地はそれぞれの官庁が行っている。 

余談だが、尖閣諸島は民有地だったので中国に対抗して国有化を行ったが、竹島には登記簿謄本は存在せずもは

やなす術はないという。 

いずれにせよ、明治政府は土地所有者から地主の役割を自治体に移すことで、「官と民」を分離して、土地所有者

を国民とみなす民主国家を作り上げた。 

・ 

その後、資産を持たない貧しい人々を戦争に駆り立てて、日本は国の名のもとに多くの人々を殺してきた。 

そしてついに、1945年の敗戦によって、世界最先端の「戦争しない民主国家」がスタートした。 

日本の主役は天皇を担いだ政府から、納税や性別など何にも限定されないすべての国民に移ったはずだ。 

だから、政府も国会もすべての「官」は、「民」のサポート役のはず。 

国民自らが税金を集め、それを財源にして「官」に仕事をさせる社会になったはず。 

でも、敗戦当時、日本の政府や議会は解体されることなく、戦前の仕組みがほぼそのまま復興を担うことになっ

た。 

そして今も、戦前の政治家や官僚の子孫たちが、この国の政治や行政を担っている。 

もちろん彼らもみな国民なので、それを阻む理由はない。 

だが、僕ら国民に「主役の自覚」はあるのだろうか。 

・ 

そこで僕は、地主の再生を提案する。 

形だけの民主主義を担うため、土地所有者という納税者にされ、かつての地主は滅びていった。 

だから今度は、誰もが参加出来る法人組織が土地を所有することで、国民自身が国土を所有し担う社会を目指し

たい。 

でもそのためには、国や社会を自ら担う「主役の自覚」が欠かせない。 



もちろん誰もが主役になれるわけではないし、むしろ僕たちは、訪問者や脇役として多様な世界を楽しみたい。 

だが、たとえ小さくても、辺鄙なところでも、世界に一か所くらいは「自分が主役になる地域」を持っても良い

と思う。 

そんな場所を故郷と呼んで、誰もが故郷作りに挑んだらいいと思う。 

 

http://nanoni.co.jp/20190903-2/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. 今週のトピックス：9/12木 日本土地資源協会 経営会議 

 

今週は、日本土地資源協会のご案内です。 

実を言えば、このメルマガはそもそも日本土地資源協会の広報ツールとして始めたものでしたが、 

これまで、当法人の目指す「土地資源の法人所有」を前提としたプロジェクトは笑恵館のみだったので、 

思いや願いを叫ぶだけにとどまっておりました。 

ですが、いよいよ 2つ目のプロジェクトとして「一宮庵」が動き出し、 

先月の経営会議から、ようやく今後の事業普及と拡大について議論が始まったところです。 

来年からの本格活動に向け、今年中に体制を整えていく所存です。 

 

そこで、改めて当法人の参加メンバーを募集します。 

次回の経営会議は、簡単な事業説明会もかねて行いますので、興味のある方はぜひお越しください。 

 

名称：日本土地資源協会 9月経営会議（事業説明会） 

日時：9月 12日（木）16-17時 

場所：笑恵館 東京都世田谷区砧 6-27-19（http://shokeikan.com/access） 

 

参加申し込みなど不要、もちろん参加無料です。 

なお、毎週土曜日に開催する地主の学校でも、同様のご説明をいたします。 

日本土地資源協会に入会すると、地主の学校はすべて無料で受講できますので、こちらもご利用ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）09/09 〇10-18時 面談可（笑恵館） 

（火）09/10 ◎作業日 17時まで面談可（青葉台） 

（水）09/11 ◎作業日 午後から面談可（青葉台） 



（木）09/12 〇13-19時 面談可（笑恵館） 

 16-17時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

（金）09/13 ◎作業日 終日面談可（青葉台） 

 19-21時 ★カプラー起業交流会（三茶） 

（土）09/14 〇10-18時 面談可（笑恵館） 

10-12時 ★地主の学校 ⑤ 

12-18時 ★まつむら塾 

（日）09/15 ◎休業日・終日面談可（青葉台） 

 

■その後のイベント 

09/19 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

09/21 ★地主の学校⑥・まつむら塾（笑恵館） 

09/22 ★名栗の森オーナーシップクラブ９月例会（名栗） 

09/26 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

09/28 ★地主の学校⑦・まつむら塾（笑恵館） 

10/05 ★地主の学校⑧・まつむら塾（笑恵館） 

10/10 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

10/10 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

10/11 ★カプラー起業交流会（三茶） 

10/12 ★地主の学校⑨・まつむら塾（笑恵館） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


